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水稲品種「はえぬき」の高品位・良食味米生産のための基本指標
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Standard Production of a Rice Variety'HAENUKI"for High Grain and good Eating Quality
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1 は じ め に

「はえぬき」(山形45号)は 1991年 4月 に山形県の奨励

品種に採用され,1992年秋に本格的にデビューする品種で

ある。高品質・良食味米生産に対する市場の要請が高まっ

ているなかで,品質が高く,食味が良く,し かも,品質・

食味の変動が小さいという優れた特徴を持っている。

基本指標の作成にあたつては,「はえぬき」の品種特性

に十分配慮し,品質,食味,収量等の年次間,地域間の変

動をできるだけ小さくするという基本姿勢に立った。

なお,本報告は1992年に山形県立農業試験場本支分場で

「水稲新品種栽培技術確立対策試験Jプ ロジェクトチーム

を編成し,県内の各農業改良普及所の協力も得ながら取り

まとめたものである。また,品質は整粒歩合80%以_Lと い

表 1 高品質・良食味米生産のための基本指標

う条件のもとに作成したものである。

2試 験 方 法

(D 作期による出穂,登熟性の変動調査

0)栽植密度による生育変動調査

13)施肥反応と施肥技術調査

14)刈取時期と品質変動調査

6)現地試験
G)奨励品種決定調査

3 試験結果及び考察

表 1に「はえぬき」の「高品位・良質米生産のための基

本指標Jを示した。

“

籾数 (X100〉

図 l llf当たり籾数と整粒歩合

注 1)品質,収量,玄米千粒重,精玄米粒数歩合は,網目幅191m以上の玄米についての数値である。
2)登熟の良否を示す項目として,精玄米粒数歩合 (総籾数に対する粒厚19m以 上玄米の粒数割合)を用いた。

a)ピ当たり籾数 58ヒ/a程度を安定して確保できる。

整粒場合80%を 目標にした場合,髯当たり籾数は3万 2   14)精 玄米粒数歩合 (総籾数に対する粒厚19皿以上玄

千粒が上限である。ピ当り籾数が 3万 2千粒を越える整粒  米の粒数割合)

歩合の変動の幅が大きくなり,整粒歩合80%を下回る場合   nf当たり籾数の増加に伴い精玄米粒数歩合日低下するが,

3万～ 3万 2千粒のレベルでは84%程度は確保できる。が多くなる (図 1)。

2)精米粗蛋自質含有率
ぱ当たり籾数の増加に伴い精米粗蛋白質含有率は高まる

傾向が認められる。特に3万 2千粒を越えると精米粗蛋自

質含有率は高まる (図 2)。

0)収量 (粒厚19Ш以上)

“

当たり籾数の増加に伴い収量は高まる傾向が認められ

るが、 3万 2千粒を越えると収量は横ばいの傾向にある

(図 3)。

以上のことから,整粒歩合80%を 目標とし,精米粗蛋自

質含有率が低く,良質米を安定して確保できるば当たり籾

数は3万～ 3万 2千粒である。また,このときの収量は,
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図 3 ご当たり籾数と収量

15)穂数,1穂籾数
気象条件等の違いて,移植時期が早い庄内地域では穂数

510本/髯,1穂籾数60粒程度 ,こ れより遅い内陸地域で
は穂数46o本 /ご,1穂籾数67粒程度となる。
16)精玄米千粒重 (粒厚1 9mO以上)

品種の特性として
'サ
ニシキより10～ 15g程度重く

,

籾数の増加に伴い軽くなる傾向にある。気象条件等による

年次の振れはあるが,3万～ 3万 2千粒のレベルでは223
g程度となる。

li)栽培法

1)植込本数
「はえぬきJは追肥の時期,量でぽ当たり籾数が変動 し

にくⅢ性質を持っている。そのため,地力の培養,基肥量

とともに植込本数が重要となる。 8葉期 (有効分げつ終止

期)の茎数との関係から穂数確保のためには100～ 120本の

話当たり植込本数を必要とする (図 4)。

2)施肥
基肥については地力により違うが,窒素の籾生産能率等

nf・

`り

●込本数 (本 /げ )

図4 8葉期の茎数とポ当たり植込み本数 (本/イ )

から0 6kg/aを 全層に施す。追肥については,収量,整

粒歩合が高く,精米の粗蛋自質含有率が低い出穂前25日 頃

に0 2kg/a施することを基本とする。

3)刈取時期
刈取適期は出穂後積算温度が900～ 1,050℃ で,刈初めの

青籾歩合は20%以下となる。しかし,「 はえぬきJは「ど

まんなか」以上に 1次枝梗依存型で高い登熟性を持ってい

るため,ご当たり籾数が 3万以下の場合は登熟速度がさら

に早まり,奇形米や茶米が発生しやすくなるので,刈取時

間を早めて出穂後積算温度900～ 1,000℃ とし,刈始めの青

籾歩合を15%以下とする (図 5)。
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図 5 出穂後積算温度と整粒歩合,青籾歩合

以上のような基本指標であるが,こ れについては主とし

て1991年に実施した試験結果から取りまとめたもので,可

能な限り平年的な気象のもとでの数値に置き換えて解析を

行った。しかし,各生育ステージにおける様々な気象条件

下での生育反応等において不明な点が多々あるので今後解

析を深める必要がある。
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